
セルベースSPR顕微鏡システム
SPRm 200 Series

SPRm 200

● 細胞表面分子とアナライトとの結合・解離をラベルフリーで測定
● リアルタイム計測によるカイネティクス解析・アフィニティ解析
● 本来の構造・機能の膜タンパク質をリガンドとする相互作用計測
● 細胞応答により変化した膜タンパク質との相互作用解析



SPR センサーチップSPRm センサーチップ

SPR顕微鏡

細胞表面に発現している作用標的分子と
アナライトとの相互作用の解析

センサーチップに固相化した作用標的分子と
アナライトとの相互作用の解析

膜タンパク質ターゲットの相互作用解析におけるセルベースアッセイの利点

ネイティブな細胞膜環境にある
膜タンパク質との相互作用解析

単離・精製時の不溶化、凝集など精製プロセスの課題解消

精製プロセスにおける膜タンパク質の機能・構造変化の回避

複合体の立体構造がそのまま維持されるため再構築が不要

一般的なSPR分子間相互作用解析

明視野顕微鏡と二次元SPRの二種類の計測画像情報
をもとに最適な計測領域を選定し計測視野を決定

SPR検出器
SPR光源

SPRm
センサーチップ

明視野顕微鏡光源

明視野顕微鏡検出器
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セルベースSPR顕微鏡の特長

計測・解析の原理

●SPR計測点

ROI内のSPRシグナル強度
の平均値を時系列プロット
した解析用センサーグラム
を出力
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二次元SPR計測画像
各SPR計測点で取得した
SPRシグナル強度情報の
二次元マッピング表示

解析領域（ROI）
カイネティクス解析 【 ka / kd / KD 】
アフィニティ解析【 KD  】

SPR計測視野と計測・解析原理・

ステージ機能
X: 3 ㎜、Y: 3 ㎜

細胞の活動による膜タンパク質
の変化を反映した相互作用解析
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細胞応答依存的な膜タンパク質の構造変化に伴い露出する
エピトープをターゲットとする相互作用解析

細胞の周囲環境により変化した膜タンパク質（プロトン化、
糖鎖修飾 etc.）との相互作用解析

●培養状態が良好な細胞
    明視野顕微鏡：形態

SPR顕微鏡：接着の状態

●適度なコンフルーエンシー

二次元SPR

最適な計測視野
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二次元シグナル情報の統計解析

セルベースアッセイでは、細胞間および細胞表面の局所間で作用標的分子（膜タンパク質、糖鎖 etc.）とア
ナライトとの相互作用条件にばらつきがあるため、同一計測視野内に多様な結合様式が混在しています（ヘ
テロジェネイティ）。SPR顕微鏡は、広い計測視野での複数細胞同時計測、シングルセル解析が可能な高分
解能二次元SPR計測、計測視野内の解析値のばらつきを統計的に評価するグリッド解析などの独自開発の
計測・解析技術により、信頼性の高い二次元相互作用解析データを取得します。

※1 細胞領域：画像上の緑の領域
※2 ka, kdの二元プロット点分散のエラー率範囲の絞り込み

広い計測視野による多点同時計測と高分解能二次元SPR計測

グリッド解析

600 µm × 450 μmの広い計測視野で、数十個の細胞との相互作用計測（シグナル）および 細胞が無い領域
でのリファレンス計測（バックグラウンドノイズ）を同時に行います。また、二次元SPR計測の平面空間分解
能は顕微鏡レベルの1 µmであり、細胞表面全体における相互作用の情報を網羅的に取得することでシングル
セルレベルでの解析を行うことができます。

計測領域を任意の数のグリッドに分割し、各グリッドをROIとするカイネティクス解析により得られる解析値
（ka, kd）の二元プロット点分散情報を取得します。取得した二元プロット点分散情報はヒストグラム化され
（横軸：解析値、縦軸：グリッドの数）、ガウス分布フィッティングにより、細胞表面の作用標的分子とアナ
ライトとの相互作用パラメータ（ ka, kd, KD ）を特定します。
またこの解析方法により、細胞表面における作用標的分子の発現密度、多量体形成、修飾、立体構造変化など
の局所的なばらつきに起因する結合様式のヘテロジェネイティを検出することができます。

計測領域内のka, kd, KD の分布の
ヒストグラム分析により解析値を
取得

フィルタリング処理 ※2

ROIごとに解析を実行
[ka, kd, KD]

細胞領域／非細胞領域の設定 ※1

グリッド分割による
解析領域(ROI)の設定
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グリッド解析のフロー



●本資料掲載情報は2025年8月時点のものです。予告なく更新されることがございますので予めご了承ください。
●掲載製品は研究用にのみ使用できます。診断目的及びその手続き上での使用はできません。

ベースラインノイズ

ベースラインドリフト 3 RU/hr (0.5 mDeg/hr) (周囲温度変化 < 1℃/hr)

温度制御範囲 15 - 40℃ (周囲温度のmaxの10℃以下)

計測視野／倍率／分解能(平面) 明視野顕微鏡：1200 x 900 μm ／ 10倍 ／ 1 μm
SPR顕微鏡：600 x 450 μm ／ 20倍 ／ 1 μm

ステージ X方向：3 mm、Y方向：3 mm / 360°

外寸／重量 690(W) x 330(H) x 340(D) mm ／ 23 kg

試料ハンドリング

サンプル容量 1-1500 μL (容量はアプリケーションによる)

結合/解離速度定数 ka <1 x 107M-1s-1

kd <1 x 10-5s-1

解離定数 KD = 10-3 M(10mM) - 10-12 M(1 pM)

分子量カットオフ 200 Da

制御システム 計測・解析ソフトウェア ImageSPR  software (データ解析、カイネティクス解析)

オートサンプラー

サンプル設置 SBS規格プレート (96, 384)、1mLバイアル 48本/ラック、
10ｍLバイアル 12本/ラック から最大二つの組合せ

サンプル冷却保管 最低温 4℃ ± 2℃

外寸／重量 300(W) x 575(H) x 360(D) mm ／ 21 kg

自動切換バッファーポンプ
および バッファー脱気
(オプション)

バッファー切換／脱気 最大6種類の自動バッファー切換 ／ インライン

外寸／重量 305(W) x 191(H) x 330(D) mm ／ 6.8 kg

BI_SP_2508_v2

解析

接着細胞／浮遊細胞の
いずれも接着可能

SPR顕微鏡のワークフロー

専用センサーチップ
SPRm Cell Chamber Kit

細胞培養

カイネティクス解析（ka, kd, KD）、アフィニティ解析（KD）

●足場コーティング後に細胞播種
●オーバーナイト培養で定着

セルチャンバー

センサーチップ

フローセルを設置してアナライトを流す

アナライト

リガンド

アナライトとリガンドの
相互作用シグナルを計測
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FlowCell

システム仕様

35mmディッシュ
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